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和歌山市のために全力で挑む！

常任委員会の構成（令和元年6月4日現在）

（定数9人）

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
及
び
市
政
発
展

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
た
び
私
ど
も
は
、
統
一
地
方
選
挙
後
、
初
の
臨
時
市
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
和
歌
山
市
議
会
の
議
長
、
副
議
長
に
就

任
し
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
、
今
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
は「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０

１
９
」が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
和
歌
山
市
議
会
と
し
ま
し

て
も
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
真
心
の
お
も
て
な
し
で
大
会
を

成
功
裏
に
終
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
健
康
長

寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
促
進
す
る
好
機
と
捉
え
、
関
連
施
策

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

和
歌
山
市
議
会
は
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議長・副議長の経歴

松
まつもと

本 哲
てつろう

郎
（令和元年５月２４日就任）
平成１５年初当選 現在５期目
経済文教委員会委員長、議会
運営委員会副委員長、和歌山
市監査委員、和歌山市農業委
員会委員などを歴任

副議長

井
いのうえ

上 直
なおき

樹
（令和元年5月24日就任）
平成15年初当選 現在5期目
厚生委員会委員長、公営企業
決算特別委員会委員長、議会
運営委員会委員長、和歌山市
議会副議長などを歴任

第86代議長

就
任
の
ご
挨
拶

（定数10人）総務委員会厚生委員会

戸
とだ

田 正
まさと

人
（政和クラブ）

薮
やぶ

 浩
ひろあき

昭
（公明党議員団）

丹
にわ

羽 直
なおこ

子
（自由民主党市議団）

芝
しばもと

本 和
かずき

己
（政和クラブ）

𠮷
よしもと

本 昌
まさずみ

純
（和歌山興志クラブ）

坂
さかぐち

口 多
たみこ

美子
（日本共産党議員団）

北
きたの

野 均
ひとし

（政和クラブ）

松
まつもと

本 哲
てつろう

郎
（公明党議員団）

姫
ひめだ

田 高
たかひろ

宏
（日本共産党議員団）

古
ふるかわ

川 祐
まさのり

典
（自由民主党市議団）（日本共産党議員団）

奥
おくやま

山 昭
あきひろ

博
（公明党議員団）

井
いもと

本 有
ゆういち

一
（日本共産党議員団）

山
やまなか

中 敏
としお

生
（民主クラブ）

中
なかたに

谷 謙
けんじ

二
（自由民主党市議団）

委員長

赤
あかまつ

松 良
よしひろ

寛
（和歌山興志クラブ）

副委員長山
やまの

野 麻
まいこ

衣子
（日本維新の会）西

にしかぜ

風 章
あきよ

世
（公明党議員団）

委員長

川
かわばた

端 康
やすふみ

史
（民主クラブ）

副委員長

みなみばた さちよ　

南畑 幸代

６
月
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例
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（定数9人）（定数9人） 経済文教委員会

◎委員長　○副委員長

◎委員長　○副委員長

建設企業委員会

松
まつい

井 紀
のりひろ

博
（政和クラブ）

山
やまもと

本 忠
ただすけ

相
（民主クラブ）

森
もりした

下 佐
さちこ

知子
（日本共産党議員団）

尾
おざき

﨑 方
まさや

哉
（和歌山興志クラブ）

中
なかつか

塚 隆
たかし

（公明党議員団）
中
なかしょうや

庄谷 孝
こうじろう

次郎
（日本維新の会）

遠
えんどう

藤 富
ふじお

士雄
（自由民主党市議団）

佐
さへき

伯 誠
しげあき

章
（政和クラブ）

中
なかお

尾 友
ともき

紀
（公明党議員団）

宇
うじた

治田 清
せいじ

治
（自由民主党市議団）

山
やまもと

本 宏
こういち

一
（政和クラブ）

寒
そうがわ

川 篤
あつし

（民主クラブ）

浜
はまだ

田 真
しんすけ

輔
（和歌山興志クラブ）永

ながの

野 裕
ひろひさ

久
（民主クラブ）

委員長

堀
ほり

 良
よしこ

子
（公明党議員団）

副委員長中
なかむら

村 朝
あさと

人
（日本共産党議員団）園

そのうち

内 浩
ひろき

樹
（公明党議員団）

委員長

中
なかむら

村 元
もとひこ

彦
（自由民主党市議団）

副委員長

議会運営委員会

宇治田 清治
浜田 真輔
丹羽 直子
松井 紀博

◎ 中尾 友紀
永野 裕久
山本 忠相
姫田 高宏

中村 朝人
山野 麻衣子
芝本 和己
奥山 昭博

（定数12人）

○

地震等災害対策特別委員会　

中塚 隆
中村 朝人
中庄谷 孝次郎
尾﨑 方哉

◎ 中村 元彦
川端 康史
戸田 正人
中尾 友紀

井本 有一
永野 裕久
古川 祐典
山本 宏一

○

中尾 友紀
中谷 謙二

◎ 遠藤 富士雄
森下 佐知子

○ 浜田 真輔
山本 忠相

永野 裕久
姫田 高宏

堀 良子
松井 紀博

中庄谷 孝次郎
佐伯 誠章

市民会館（仮称）市民文化交流センター

　特別委員会では、市民会館（仮称）市
民文化交流センター整備事業に関する
入札が2度にわたり入札不調になった結
果を受け、今回、債務負担行為の限度
額を86億318万6千円、その期間を令
和2年度から同3年度までとし、市民会
館（仮称）市民文化交流センターの整備
に係る予算総額が115億9千26万円と
なったことに対して各委員から質疑が行
われました。

（定数12人）

5月臨時会にて予算特別委員会を設置し、審査を行いました!

６
月
定
例
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介
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5月臨時会の概要

6月定例会の概要

令和元年度予算〈6月補正後〉

一般会計 1,588億4,963万6千円
（補正額21億6,660万6千円）

特別会計及び
公営企業会計

1,398億7,004万6千円
（補正額10億1,690万8千円）

合 計 2,987億1,968万2千円
補正予算の概要

　一般会計では、先端技術活用の創業支援、市民図書
館跡地に誘致する専門職大学の施設整備助成、重度
心身障害児者医療費助成事業などに要する経費が計
上されました。
　特別会計では、下水道事業特別会計で、公共下水道
工事に要する経費などが計上されました。
　これらの補正予算案は慎重審査の結果、可決されました。

5月24日
・正副議長の選挙
・議席の指定
・会期の決定（5月24日〜5月31日）
・議会運営委員会委員の選任　・議員の辞職　

5月27日
・仮議長の選任　・常任委員会委員の選任
・議案説明（報告関係4件、承認関係2件、補正予算案1件）
・予算特別委員会の設置、委員の選任
・議案の委員会付託　・請願（1件）、採決

開 

会

7月1日
・会期の決定（7月1日〜7月23日）
・議案説明（報告関係10件、議案31件（補正予算案

3件、条例案17件、その他11件））

・議員発議（1件）、地震等災害対策特別委員会の
設置、採決、委員の選任

開 

会

5月28日〜29日
・予算特別委員会で議案について、審査、討論及び採決

特
別
委
員
会

7月19日
・地震等災害対策特別委員会

特
別
委
員
会

7月23日
・各常任委員会の委員長報告
・賛成討論（堀議員）、反対討論（姫田議員）、採決  
・追加議案の説明（人事案件6件）、採決
・請願（1件）、採決
・議員発議（決議案1件、意見書案1件）、採決
・賀詞奉呈

閉 

会

7月3日
・中庄谷孝次郎議員、森下佐知子議員、
  坂口多美子議員、奥山昭博議員
7月4日
・井本有一議員、中村元彦議員、堀　良子議員
7月8日
・姫田高宏議員、𠮷本昌純議員、中村朝人議員

7月9日
・山本忠相議員、南畑幸代議員、松井紀博議員
・追加議案の説明（工事請負契約関係3件）
7月10日　
・佐伯誠章議員
 （P6〜P9に概要掲載）
・議案等の委員会付託

一般
質
問
等

7月11日〜17日
・総務委員会、厚生委員会、経済文教委員会、建設

企業委員会で議案について審査

7月18日
・各常任委員会で議案等について、討論及び採決
 （P10〜P11に概要掲載）

常
任
委
員
会

5月31日
・予算特別委員会の委員長報告
・反対討論（姫田議員）、賛成討論（堀議員）、採決

・追加議案の説明（人事案件2件）、採決
・議員発議（決議案1件）、採決

閉 

会

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会
等
の
概
要
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議
案
番
号

件　　　　名 結
果

公明党議員団 自由民主党市議団 政和クラブ 日本共産党議員団 民主クラブ 和歌山興志
クラブ

日本
維新の会

堀
　 

良
子

西
風 

章
世

園
内 

浩
樹

中
塚
　 

隆

薮
　 

浩
昭

奥
山 

昭
博

中
尾 

友
紀

松
本 

哲
郎

中
村 

元
彦

中
谷 

謙
二

丹
羽 

直
子

井
上 

直
樹

古
川 

祐
典

宇
治
田
清
治

遠
藤
富
士
雄

芝
本 

和
己

戸
田 

正
人

松
井 

紀
博

北
野
　 

均

佐
伯 

誠
章

山
本 

宏
一

中
村 

朝
人

森
下
佐
知
子

坂
口
多
美
子

姫
田 

高
宏

南
畑 

幸
代

山
中 

敏
生

川
端 

康
史

永
野 
裕
久

山
本 
忠
相

寒
川
　 

篤

赤
松 

良
寛

浜
田 

真
輔

𠮷
本 

昌
純

尾
㟢 

方
哉

中
庄
谷
孝
次
郎

山
野
麻
衣
子

承1
承2

市長専決処分事項の承認（和歌山市税
条例等の一部改正ほか1件） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議1 令和元年度和歌山市一般会計補正予算
（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ｰ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × ×

議2 監査委員の選任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ｰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議3 監査委員の選任 同意 ○ ○ ○ ｰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請1 パワープラント和歌山太陽光発電事業に
関する請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議1 大規模太陽光発電施設の建設に対する
反対決議案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
案
番
号

件　　　　名 結
果

公明党議員団 自由民主党市議団 政和クラブ 日本共産党議員団 民主クラブ 和歌山興志
クラブ

日本
維新の会

堀
　 

良
子

西
風 

章
世

園
内 

浩
樹

中
塚
　 
隆

薮
　 
浩
昭

奥
山 

昭
博

中
尾 

友
紀

松
本 

哲
郎

中
村 

元
彦

中
谷 

謙
二

丹
羽 

直
子

井
上 

直
樹

古
川 

祐
典

宇
治
田
清
治

遠
藤
富
士
雄

芝
本 

和
己

戸
田 

正
人

松
井 

紀
博

北
野
　 

均

佐
伯 

誠
章

山
本 

宏
一

井
本 

有
一

中
村 

朝
人

森
下
佐
知
子

坂
口
多
美
子

姫
田 

高
宏

南
畑 

幸
代

山
中 

敏
生

川
端 

康
史

永
野 

裕
久

山
本 

忠
相

寒
川
　 

篤

赤
松 

良
寛

浜
田 

真
輔

𠮷
本 

昌
純

尾
㟢 

方
哉

中
庄
谷
孝
次
郎

山
野
麻
衣
子

議1 令和元年度和歌山市一般会計補正予算
（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議2 令和元年度和歌山市工業用水道事業会
計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議3 令和元年度和歌山市下水道事業会計補
正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議4

和歌山市行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議5 特別職給与条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議12 和歌山市文化芸術基本条例の制定 修正
可決

× × × × × × × × × × × ／ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議13 和歌山市民会館条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議14 行政財産の使用許可に関する使用料条
例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議15 和歌山市立学校条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議16
和歌山市立学校等の児童、生徒等の災
害共済給付に係る共済掛金徴収条例の
一部改正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議21
〜23 市道路線認定・変更・廃止 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議24
〜29

工事請負契約の締結（河西橋下部工
（P2）橋脚築造工事ほか5件） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議30
議31

物品購入契約（屈折はしご付き消防ポンプ
自動車ほか1件） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議32
〜34

工事請負契約の締結（市民会館（仮称）市
民文化交流センター新築工事ほか２件） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議35 固定資産評価員の選任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮1
〜5 人権擁護委員候補者の推薦 異議

なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請2 大規模太陽光発電（メガソーラー）事業に
関する請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議1 地震等災害対策特別委員会の設置 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議2 住民の同意を得ない太陽光発電施設の建
設に対する反対決議案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議3 太陽光発電設備の建設に関する意見書案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ／ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賀詞奉呈の件 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5月臨時会採決状況

6月定例会採決状況

※議案等の原案に対する賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「ー」、欠席者は「欠」と表記しています。
　なお、議長は通常、採決に加わらないため「／」としています。また、議員名は、会派ごとに議席番号順に表記しています。
※採決状況は、市議会ホームページでもご覧いただけます。

※議案等の原案に対する賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「ー」、欠席者は「欠」と表記しています。
　なお、議長は通常、採決に加わらないため「／」としています。また、議員名は、会派ごとに議席番号順に表記しています。
※採決状況は、市議会ホームページでもご覧いただけます。

※議案第6号から議案第11号まで、議案第17号から議案第20号までの条例改正等は、市議会ホームページをご覧ください。
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上
に
効
果
的
な
手
段
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
最

新
技
術
の
動
向
や
先
進
市
の
事

例
を
注
視
し
つ
つ
、
近
々
開
始

予
定
の
実
証
実
験
を
通
じ
て
費

用
対
効
果
を
見
極
め
、
Ａ
Ｉ
の

導
入
検
討
を
行
う
。

 　
 

利
便
性
向
上
と
お
も
て
な

し
の
観
点
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
等
を
導
入
し
、
駅
や
周
辺
施

設
ま
で
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両
面

で
全
国
一
と
も
言
え
る
上
富
田

町
の
合
宿
誘
致
活
動
と
助
成
制

度
を
参
考
に
し
、
合
宿
や
観
光

で
加
太
に
訪
れ
た
く
な
る
よ
う

な
補
助
金
制
度
の
見
直
し
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問

 　

 

子
供
の
生
活
実
態
調
査
の

結
果
、
貧
困
と
学
力
の
関
係
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
子
供
の
学

習
支
援
が
必
要
と
判
明
し
た

今
、
厚
生
労
働
省
の
「
子
ど
も

の
学
習・
生
活
支
援
事
業
」
を
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

学
力
の
格
差
は
、
進
学
・
就

職
を
通
じ
て
貧
困
の
連
鎖
に
つ

な
が
る
問
題
で
あ
り
、
生
活
困

窮
世
帯
の
子
供
に
対
し
学
習
の

援
助
等
を
行
う「
子
ど
も
の
学

習
・
生
活
支
援
事
業
」の
実
施
を

前
向
き
に
検
討
す
る
。

 　

 

ご
く
少
量
の
原
因
物
質
に

触
れ
る
だ
け
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー

症
状
を
起
こ
す
幼
児・
児
童
が
い

る
。
例
え
ば
、
牛
乳
パ
ッ
ク
洗

浄
の
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
、
そ
ば

打
ち
調
理
体
験
、
小
麦
粘
土
を

問答問

 　

 

一
日
も
早
く
Ａ
Ｉ
の
実
証
実

験
を
開
始
し
、
職
員
の
肉
体
的
・

精
神
的
な
負
担
軽
減
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
な
Ａ
Ｉ
を
早
急
に
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

Ａ
Ｉ
の
導
入
は
、
職
員
の

負
担
軽
減
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

問答 公
明
党
議
員
団

録画中継がご覧
いただけます。

※各会派のスペースは、会派の所属議員数によりその大きさが異なります。

一般質問の概要では、多数ある質問
項目の中から、特に市民の皆様へお
届けする内容をピックアップした上
で掲載しています。

一 般 質 問PickUp!
ピ ッ ク ア ッ プ

　

  

青
少
年
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
と
つ
つ
じ
が
丘
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
や
磯
の
浦
海
水
浴
場
な
ど
を

つ
な
ぐ
送
迎
バ
ス
の
導
入
は
、

利
便
性
向
上
に
よ
る
利
用
者
増

を
図
る
観
点
か
ら
、
周
辺
道
路

の
整
備
状
況
や
利
用
者
か
ら
の

声
を
勘
案
し
、
関
係
部
局
と
も

協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
和
歌
山
市
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
開
催
補
助
金
の
見
直
し

は
、
財
政
面
の
負
担
増
に
な
る

が
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
を

伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、

今
後
の
実
績
や
経
済
的
波
及
効

果
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

 　

 

国
が
平
成
30
年
末
に
発
表

し
た
「
児
童
虐
待
防
止
対
策
体

制
総
合
強
化
プ
ラ
ン
」
で
は
、

全
市
町
村
に
「
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
」
を
設
置
し
、
妊

娠
中
の
女
性
、
子
育
て
に
悩

む
保
護
者
、
虐
待
の
危
険
性

が
あ
る
子
供
た
ち
の
相
談
に
対

応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

答問

本
市
で
は
児
童
虐
待
の
未
然

防
止
、
早
期
対
応
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

　

  

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
で
は
、
よ
り
専
門
的
な
相
談

対
応
や
調
査
、
訪
問
等
に
よ
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
行
い
、
子

供
や
そ
の
家
庭
に
寄
り
添
っ
て

養
育
の
改
善
等
を
促
す「
寄
り

添
い
型
」の
支
援
に
全
力
を
挙
げ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
教
育
委
員
会
、
県

児
童
相
談
所
等
と
連
携
強
化

を
行
い
、
多
く
の
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
、「
点
支
援
」で
な

く「
面
支
援
」を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
子
供
一
人
一
人

が
安
心
安
全
な
日
々
を
過
ご
せ

る
よ
う
、「
子
供
に
寄
り
添
い・

伴
走
す
る
体
制
」の
充
実
を
図

り
、
子
供
の
命
を
守
る
体
制
整

備
に
取
り
組
む
。

答

庁
内
業
務
へ
の
Ａ
Ｉ
導
入

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

子
ど
も
の
学
習・生
活
支
援

丹
にわ

羽 直
なおこ

子奥
おくやま

山 昭
あきひろ

博

堀
ほり

 良
よしこ

子

中
なかむら

村 元
もとひこ

彦

自
由
民
主
党
市
議
団

青
少
年
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

の
有
効
活
用

幼
児・児
童
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

青少年国際交流センター

一
般
質
問

６
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尾
花
市
政
２
期
目
に
あ
っ

て
様
々
な
大
型
事
業
が
山
積
み

し
て
い
る
中
、
前
年
度
末
か
ら

今
年
度
に
か
け
て
３
名
の
局
長

が
戦
線
離
脱
し
た
こ
の
現
状
を

市
長
は
重
く
受
け
止
め
、
反
省

し
、
そ
の
原
因
を
分
析
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

  

過
去
、
職
員
と
の
関
係
や

市
長
と
し
て
の
資
質
に
つ
い
て

指
摘
を
受
け
、
改
め
よ
う
と
し

て
き
た
が
、
今
回
の
結
果
に
は

市
行
政
を
預
か
る
者
と
し
て
責

任
を
感
じ
、
反
省
し
て
い
る
。

職
員
と
の
協
議
の
場
で
、
職
員

個
々
の
能
力
と
特
性
を
把
握

し
、
評
価
し
た
上
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
き
た
が
、

負
荷
を
掛
け
過
ぎ
て
い
る
部
分

も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 　

 
一
つ
の
事
業
を
な
そ
う
と
す

問答問 市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

使
っ
た
図
工
授
業
、
節
分
の
豆

ま
き
等
が
原
因
と
な
る
こ
と
も

あ
り
、
個
々
の
幼
児・
児
童
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
配
慮
、
対

応
が
必
要
と
な
る
が
、
本
市
の

対
応
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
の
配

慮
、
対
応
に
つ
い
て
、
保
護
者

の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
学

級
に
お
い
て
他
の
幼
児・
児
童
が

不
審
に
思
っ
た
り
、
い
じ
め
の

き
っ
か
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に

十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
原
因

物
質
が
含
ま
れ
る
教
材
や
材
料

を
使
用
し
な
い
な
ど
、
細
心
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
子
供
た
ち

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に

関
し
て
、
周
囲
の
幼
児
・
児
童

答

が
十
分
理
解
し
、
自
然
な
形
で

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
本
人
と
保
護
者
の
意
向
も

踏
ま
え
て
発
達
段
階
に
応
じ
た

指
導
を
続
け
て
い
る
。
今
後
と

も
幼
児
・
児
童
一
人
一
人
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
、
き
め
細
か
な

対
応
に
努
め
、
保
護
者
の
方
に

安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

子
育
て
環
境
の
充
実
を
進
め
て

い
く
。

 　

 

本
年
１
月
、
全
国
的
に
有

名
な
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
友
ヶ

島
を
訪
れ
、
市
議
会
だ
よ
り
特

集
記
事
の
取
材
を
行
っ
た
。
島

内
の
桟
橋
は
、
降
り
立
っ
た
観

光
客
が
恐
怖
す
ら
感
じ
る
ほ
ど

老
朽
化
し
て
い
る
。
長
年
の
放

置
に
よ
り
事
故
が
起
こ
る
可
能

性
が
高
い
と
の
認
識
は
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
第
３
砲
台
跡
ま
で
徒

歩
で
登
っ
た
が
、
道
は
あ
ち
こ

ち
に
わ
だ
ち
が
で
き
、
大
型
の

石
も
転
が
っ
て
お
り
大
変
歩
き

づ
ら
い
状
況
で
あ
っ
た
。
取
材

に
同
行
し
た
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
「
友
ヶ
島
は
西
日
本
で
唯
一
魅

力
の
あ
る
無
人
島
で
あ
り
、
今

後
も
魅
力
を
発
信
し
続
け
る
の

で
、
市
と
し
て
道
の
整
備
を
早

問

急
に
お
願
い
し
た
い
。」
と
強
く

要
望
し
て
い
た
の
で
、
重
く
受

け
止
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ

う
し
た
道
の
現
状
を
改
善
す
る

た
め
に
も
、
第
３
砲
台
跡
ま
で

の
道
は
、
加
太
に
あ
る
深
山
第

１
砲
台
跡
ま
で
の
レ
ン
ガ
道
の

よ
う
に
整
備
で
き
な
い
か
。

　

  

友
ヶ
島
は
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
本
市
屈
指
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
老

朽
化
し
た
桟
橋
の
整
備
は
特
に

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
一
日
も

早
く
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
利
害
関
係
者
の
理
解
を

い
た
だ
き
、
早
期
に
整
備
を
図
っ

て
い
く
。

　

ま
た
、
第
３
砲
台
跡
ま
で
の

道
の
整
備
を
含
め
、
文
化
財
的

な
価
値
や
観
光
客
の
安
全
面
を

考
慮
し
、
工
法
や
費
用
面
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

答

る
に
は
議
会
と
い
う
世
論
へ
の

瀬
踏
み
行
為
や
意
見
収
集
な
ど

の
過
程
を
経
て
予
算
を
盛
り
つ

け
、
議
会
に
そ
の
是
非
を
諮
っ

て
こ
そ
車
の
両
輪
で
、
職
員
が

市
長
説
明
に
時
間
を
費
や
し
、

市
長
を
重
視
し
た
結
果
、
議
会

軽
視
、
市
民
軽
視
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　

  

重
点
施
策
に
つ
い
て
徹
底
的

に
議
論
を
尽
く
し
た
こ
と
に
よ

り
職
員
と
の
協
議
の
回
数
や
時

間
が
多
く
な
る
な
ど
、
結
果
と

し
て
議
会
へ
の
説
明
が
遅
く
な
っ

た
こ
と
は
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
私

の
責
任
で
、
大
変
申
し
訳
な
い

と
考
え
て
い
る
。

 　

 

有
吉
佐
和
子
氏
の
生
誕
90

年
に
当
た
る
２
０
２
１
年
の
完

成
に
向
け
、
そ
の
邸
宅
を
東
京

の
杉
並
区
か
ら
和
歌
山
市
へ
移

築
・
復
元
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
市
当
局
の
説

明
を
聞
く
限
り
、
復
元
方
法

や
将
来
の
活
用
方
法
、
加
え
て

施
設
の
運
営
管
理
ま
で
も
プ
ロ

答問 有
吉
佐
和
子
邸
移
築
に
関
し
て

友
ヶ
島
の
整
備

市
長
と
議
会
の
在
り
方

松
まつい

井 紀
のりひろ

博

佐
さへき

伯 誠
しげあき

章

政
和
ク
ラ
ブ

友ヶ島の桟橋
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教
職
員
の
多
忙
化
を
解
消

す
る
た
め
、
給
食
費
の
会
計
を

公
会
計
に
移
行
さ
れ
た
い
。

　

  
地
産
地
消
を
取
り
入
れ
た

小
学
校
給
食
の
良
さ
の
継
承
、

給
食
費
の
徴
収
な
ど
回
収
事
務

の
効
率
的
実
施
も
踏
ま
え
、
公

会
計
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 　

 

国
保
料
の
負
担
は
も
う
限

界
に
達
し
て
い
る
。
子
育
て
支

援
の
観
点
か
ら
も
子
供
の
均
等

割
減
免
を
緊
急
に
市
独
自
で
実

施
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

  

国
の
責
任
に
お
い
て
保
険

料
軽
減
の
支
援
制
度
の
実
施
が

行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
、
今
後

も
国
へ
の
要
望
を
続
け
て
い
く
。

問答問答

 　

 

平
成
27
年
度
以
降
、
地
方

公
会
計
の
統
一
的
な
基
準
に
よ

る
財
務
書
類
等
を
原
則
作
成

し
、
予
算
編
成
等
に
活
用
す
る

よ
う
、
総
務
大
臣
通
知
が
出
さ

れ
て
い
る
。
公
会
計
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
で
、
会
社
制
度
に

近
く
な
り
、
市
民
を
出
資
者
と

見
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
出

資
者
で
あ
る
市
民
に
本
市
の
現

状
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法

で
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。
同

時
に
、
財
務
書
類
の
信
頼
度
を

高
め
る
た
め
、
公
認
会
計
士
や

監
査
法
人
の
監
査
を
受
け
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

財
務
書
類
は
ペ
ー
ジ
数
も

多
く
、
説
明
が
専
門
的
で
難
解

で
あ
る
た
め
、
よ
り
分
か
り
や

す
い
用
語
説
明
や
解
説
を
添
え

た
概
要
版
を
作
成
し
、
公
表
を

図
っ
て
い
く
。
専
門
家
な
ど
に
よ

問答

山
やまもと

本 忠
ただすけ

相

　

子
供
の
貧
困
対
策
計
画
を
作

る
際
、
他
の
計
画
と
同
じ
枠
組

み
で
作
る
べ
き
で
は
な
い
と
し

て
、
市
の
姿
勢
を
質
し
た
。

　

学
校
図
書
館
の
運
営
を
主
体

的
に
担
う
た
め
に
は
、
専
任
専

門
の
司
書
を
正
規
雇
用
す
べ
き

と
質
し
た
。

 　

 

計
画
を
不
安
視
す
る
住
民

か
ら
市
長
に
要
望
書
等
が
届
い

て
い
る
と
思
う
が
、
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

　

  

設
置
に
反
対
す
る
要
望
書

や
意
見
等
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
非
常
に
重
く
受
け

止
め
て
お
り
、
条
例
の
中
で
し
っ

か
り
と
審
査
し
て
い
き
た
い
。

問答

南
みなみばた

畑  幸
さちよ

代

　

路
線
バ
ス
の
廃
線
と
極
端
な

減
便
を
な
く
し
、
地
域
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
住
民
組
織

へ
の
財
政
負
担
を
な
く
す
よ
う

に
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
開
発
区
域
に
接
続
す

る
道
路
幅
の
条
件
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
交
通
面
、
防
災

面
で
の
問
題
を
指
摘
し
た
。

 　

 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行

に
際
し
、
障
害
者
を
中
心
に
障

害
者
事
業
所
と
介
護
事
業
所
と

市
の
三
者
が
相
談
す
る
仕
組
み

が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

  

ス
ム
ー
ズ
な
制
度
移
行
が

で
き
る
よ
う
、
市
の
職
員
が
関

係
各
所
に
働
き
か
け
る
。

問答

中
なかむら

村 朝
あさと

人

姫
ひめだ

田 高
たかひろ

宏

森
もりした

下 佐
さちこ

知子

ポ
ー
ザ
ル
の
名
の
も
と
、
設
計

業
者
か
ら
の
提
案
に
委
ね
る
な

ど
、「
丸
投
げ
」で
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ず
、
本
市
の
偉
人
で

あ
る
有
吉
佐
和
子
氏
を
真
剣
に

顕
彰
し
よ
う
と
す
る
熱
意
が
全

く
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
点
、
市
と
し
て
、
単
に

邸
宅
を
移
築
・
復
元
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
功
績
を
周
知

す
る
た
め
に
は
、
一
つ
に
絞
り

込
ま
ず
、
有
吉
文
学
が
表
現
し

た
精
神
、
全
て
の
も
の
を
文
化

と
し
て
発
信
し
、
広
く
世
間
の

人
々
の
心
に
訴
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
有
吉

作
品
を
通
じ
て
、
本
市
だ
け
で

は
な
く
、
広
く
社
会
に
対
し
て

何
を
伝
え
よ
う
と
考
え
て
い
る

の
か
。

　

  

一
例
と
し
て
、
和
歌
山
の

風
土
や
歴
史
と
い
っ
た
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
様
々

な
面
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
復

元
後
の
有
吉
佐
和
子
邸
で
は
、

伝
え
る
こ
と
を
一
つ
に
絞
り
込

む
こ
と
な
く
、
例
え
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
を
テ
ー
マ
と
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
リ
レ
ー
方
式
で
行

う
な
ど
、
有
吉
作
品
の
す
ば
ら

し
さ
や
有
吉
佐
和
子
氏
が
作
品

に
込
め
た「
思
い
」を
丁
寧
に
伝

え
て
い
く
。

答

日
本
共
産
党
議
員
団

民
主
ク
ラ
ブ

市
職
員
の
健
康
問
題

公
共
交
通
／
都
市
計
画

子
供
の
貧
困
対
策

学
校
司
書
の
配
置

障
害
者
６５
歳
問
題

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

本
市
の
財
政

井
いもと

本 有
ゆういち

一

坂
さかぐち

口 多
たみこ

美子
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世
界
遺
産
を
有
す
る
高
野
、

熊
野
へ
の
玄
関
口
と
し
て
位
置

し
て
い
る
が
、
そ
の
機
能
を
十

分
に
果
た
し
て
い
る
と
ま
で
は

考
え
て
い
な
い
。
現
在
、
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お

り
、
周
遊
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
で
、
近
隣
自
治
体
と
連

携
を
図
り
、
よ
り
質
の
高
い
お

も
て
な
し
へ
と
つ
な
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
市
を
玄

関
口
と
し
た
広
域
的
な
観
光
商

品
の
造
成
に
取
り
組
み
、
お
客

様
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
観
光
振

興
に
努
め
て
い
く
。

 　

 

本
市
の
公
共
交
通
網
の
現

状
は
、
不
採
算
と
な
っ
た
路
線

バ
ス
が
次
々
と
廃
止
さ
れ
、
決

し
て
便
利
と
は
言
い
難
い
。
こ

う
し
た
中
、
和
歌
山
市
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
及
び
和
歌

山
市
都
市
・
地
域
総
合
交
通
戦

答問

る
監
査
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い

な
い
が
、
今
後
も
信
頼
度
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 　

 

市
長
は
議
場
で
、「
本
市

は
、
関
西
国
際
空
港
に
近
く
、

世
界
遺
産
の
紀
伊
山
地
の
霊
場

と
参
詣
道
で
あ
る
高
野
、
熊
野

の
玄
関
口
に
位
置
し
」
と
答
弁

し
た
が
、
玄
関
口
と
し
て
の
機

能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
訪
日

の
主
な
目
的
は
自
然
風
景・
食・

体
験
、
国
内
観
光
客
は
食・
温

泉・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
が
目
的

で
あ
り
、
本
市
の
中
で
全
て
を

満
た
し
き
る
の
は
現
実
的
で
は

な
い
。
本
市
が
持
た
な
い
も
の

を
持
つ
他
の
自
治
体
と
組
ん
で
、

周
遊
し
て
も
ら
う
広
域
連
携
が

重
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

問

略
が
策
定
さ
れ
た
が
、
市
民
生

活
に
密
着
し
た
満
足
で
き
る
施

策
が
行
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

平
成
２９
年
度
の
調
査
で
は
、

本
市
の
一
般
会
計
予
算
に
占
め

る
公
共
交
通
関
連
予
算
の
割
合

は
、
中
核
市
の
中
で
中
間
的
な

位
置
で
は
あ
る
も
の
の
、
上
位

の
市
と
は
４
倍
以
上
の
差
が
あ

り
、
平
均
も
下
回
っ
て
い
る
。

本
市
も
よ
り
一
層
公
共
交
通
に

力
を
注
ぎ
、
予
算
を
つ
ぎ
込
む

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
政
策
に
つ

い
て
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
案
件
は
多
く
あ
る
が
、
市
長

の
意
気
込
み
は
ど
う
か
。

　

  

今
後
、
本
市
と
し
て
は
、

多
極
連
携
型
の
ま
ち
づ
く
り
と

連
携
し
、
中
心
拠
点
と
地
域

拠
点
を
結
ぶ
基
幹
公
共
交
通
軸

の
形
成
や
拠
点
に
お
け
る
交
通

答

結
節
機
能
の
向
上
、
地
域
の
特

性
に
応
じ
た
移
動
手
段
の
確
保

等
、
便
利
で
持
続
可
能
な
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

向
け
、
国
な
ど
の
財
源
確
保
も

合
わ
せ
、
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
本
市
に
は
鉄
道
、
バ

ス
路
線
の
維
持
や
交
通
不
便
地

域
の
解
消
等
、
公
共
交
通
に
関

す
る
課
題
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

ら
に
優
先
順
位
を
付
け
て
し
っ

か
り
取
り
組
み
、
全
て
の
人
に

と
っ
て
、
安
全
・
安
心
に
利
用

で
き
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
便
性
向
上

を
目
指
し
て
い
く
。

 　

 

給
食
費
の
無
償
化
、
又
は

低
価
格
化
へ
向
け
て
の
取
組
は

で
き
な
い
か
。

　
  

多
額
の
財
源
確
保
が
必
要

と
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
学
校
給
食
法
第
11
条
に
基
づ

き
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答

 　

 

市
民
図
書
館
の
指
定
管
理

者
が
学
校
図
書
館
と
連
携
す
る

こ
と
は
、
教
育
と
い
う
学
校
が

持
つ
主
要
業
務
を
任
せ
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
市
民

に
十
分
な
説
明
や
議
論
を
せ
ず

に
一
企
業
の
職
員
が
配
置
さ
れ

る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

  

市
民
図
書
館
を
適
正
に
運

営
で
き
る
も
の
と
し
て
選
定
さ

れ
た
指
定
管
理
者
が
図
書
館
司

書
を
小
中
学
校
に
派
遣
し
、
学

校
図
書
館
と
の
連
携
を
図
る
こ

と
は
特
に
問
題
な
い
。

問答

和
歌
山
興
志
ク
ラ
ブ

日
本
維
新
の
会

公
共
交
通
の
充
実

小
学
校・中
学
校
の
給
食
費

小
学
校・中
学
校
図
書
館

観
光
施
策
の
広
域
連
携

吉
よしもと

本 昌
まさずみ

純

中
なかしょうや

庄谷 孝
こうじろう

次郎

市議会の活動をより一層知っていただくために、声の市
議会だより（市議会だよりの音声版）を作成しています。

ご希望の方は、議会事務局 議事調査課
☎435-1120 までご連絡ください。

声の市議会だより
（市議会だよりの音声版）

熊野
熊野那智大社

金剛峯寺

高野和歌山市

広域観光のイメージ
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問

６
月
定
例
会
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総
務 

委
員
会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
５
件

に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、可
決
す

べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

　

議
案
第
１
号
、令
和
元
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）中
、

大
学
誘
致
事
業
２
億
５
６
０
０
万
円

に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、市
民
図
書
館
跡

地
に
誘
致
す
る
専
門
職
大
学
の
施
設

整
備
費
用
に
対
す
る
補
助
を
行
う
も
の

で
す
。

　

移
住
・
定
住
者
向
け
情
報
発
信
等
事

業
１
５
０
万
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、加

太
地
域
に
お
け
る
移
住
・
定
住
を
促
進

す
る
た
め
、地
域
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
す
る
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
等

に
か
か
る
初
期
費
用
の
一
部
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
４
号
、和
歌
山
市
行
政
手
続

に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

こ
れ
は
、日
本
年
金
機
構
等
と
の
情
報

連
携
が
令
和
元
年
６
月
以
降
、順
次
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、個
人
番
号
が

利
用
可
能
な
特
定
個
人
情
報
と
し
て

年
金
給
付
関
係
情
報
等
を
追
加
す
る

た
め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

議
案
第
５
号
、特
別
職
給
与
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
。
こ
れ
は
、市
長
の
諮
問
に
応
じ
開

催
さ
れ
た
和
歌
山
市
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、市
長
の
給

料
の
引
下
げ
を
行
う
た
め
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
選
定
に
つ
い
て
、和
歌
山

市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画（
素
案
）

に
つ
い
て
、警
戒
レ
ベ
ル
を
用
い
た
避
難

勧
告
等
の
運
用
に
つ
い
て
、個
人
住
民

税
の
課
税
誤
り
に
お
け
る
対
象
者
の
方

へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
、執
行
部
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、こ
れ
ら
に
対

し
、各
委
員
か
ら
意
見
、指
摘
及
び
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
生 

委
員
会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
７
件

に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、可
決
す

べ
き
も
の
と
、ま
た
、付
託
さ
れ
た
請
願

１
件（
大
規
模
太
陽
光
発
電（
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
）事
業
に
関
す
る
請
願
書
）に
つ
い

て
、採
択
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
案
第
１
号
、令
和
元
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）中
、

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
５
０
０

万
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、自
治
会
の
夏

祭
り
用
太
鼓
等
備
品
の
購
入
に
要
す
る

費
用
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

風
し
ん
第
５
期
定
期
予
防
接
種
事

業
７
４
１
３
万
５
千
円
に
つ
い
て
。
こ

れ
は
、風
し
ん
の
追
加
的
対
策
と
し
て
、

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性

を
対
象
に
、風
し
ん
の
抗
体
検
査
及
び

予
防
接
種
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

　

重
度
心
身
障
害
児
者
医
療
費
助
成

事
業
２
８
１
９
万
６
千
円
に
つ
い
て
。

こ
れ
は
、重
度
心
身
障
害
児
者
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
者
を
拡
充
し
、精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者

を
加
え
る
も
の
で
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
修
事
業
１
４
４
万

３
千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、私
立
保
育

園
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
修
事
業
に
対
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
11
号
、
和
歌
山
市
特
定
教

育
・
保
育
及
び
特
定
地
域
型
保
育
等
に

係
る
利
用
者
負
担
額
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
。
こ
れ
は
、幼
児
教
育
等
の
段
階
的

無
償
化
の
た
め
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、３
歳
か
ら
５

歳
の
児
童
及
び
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
満
３
歳
未
満
の
児
童
の
保
育
料

が
無
償
と
な
る
こ
と
を
受
け
、所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、平
成

30
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
見
込
み
及
び
令
和

元
年
度
国
民
健
康
保
険
料
率
等
、生
活

保
護
法
第
78
条
の
適
用
状
況
、子
供
の

生
活
実
態
調
査
結
果
、和
歌
山
市
人
権

問
題
に
関
す
る
意
識
調
査
、太
陽
光
発

電
事
業
の
進
捗
、関
西
電
力
株
式
会
社

海
南
発
電
所
と
の
公
害
防
止
協
定
の

廃
止
、く
み
取
り
手
数
料
の
減
免
に
つ

い
て
、執
行
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が

あ
り
、こ
れ
ら
に
対
し
、各
委
員
か
ら
意

見
、指
摘
及
び
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

委 員 会 審 査 の 概 要

SDGsロゴマーク

委
員
会
審
査
の
概
要

６
月
定
例
会
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経
済
文
教 

委
員
会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
６
件

に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、議
案
第

12
号
、和
歌
山
市
文
化
芸
術
基
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、委
員
か
ら
議
案
に

対
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、修
正
可

決
す
べ
き
も
の
と
、議
案
第
14
号
、行
政

財
産
の
使
用
許
可
に
関
す
る
使
用
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
否
決
す
べ
き
も
の
と
、そ
の
他
の

議
案
４
件
に
つ
い
て
は
可
決
す
べ
き
も
の

と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、議
案
の
主

な
も
の
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
案
第
１
号
、令
和
元
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）中
、

国
民
文
化
祭
開
催
事
業
３
０
０
万
円
に

つ
い
て
。
こ
れ
は
、加
太
友
ヶ
島
に
お
け

る
国
民
文
化
祭
事
業
及
び
プ
レ
事
業
並

び
に
将
来
に
向
け
た
友
ヶ
島
の
活
用
プ

ラ
ン
の
策
定
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。

　

ブ
ル
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
事
業
３

０
０
万
円
に

つ
い
て
。
こ

れ
は
、
カ
キ

小
屋
施
設
の

整
備
を
拡
充

す
る
団
体
に

対
し
、
整
備

費
用
の
補
助

金
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

　

担
い
手
等
育
成
事
業
３
０
０
万
円
に

つ
い
て
。
こ
れ
は
、農
業
経
営
体
の
機

械
・
施
設
導
入
等
に
対
す
る
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
12
号
、和
歌
山
市
文
化
芸
術

基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、

文
化
芸
術
施
策
に
関
す
る
基
本
理
念

を
示
し
、文
化
芸
術
の
裾
野
拡
大
、創

造
発
展
、振
興
を
図
り
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　

議
案
第
14
号
、行
政
財
産
の
使
用
許

可
に
関
す
る
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
こ
れ

は
、市
立
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
屋
根

等
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
使

用
さ
せ
る
場
合
の
使
用
料
の
規
定
を
設

け
る
た
め
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、第
36
回

国
民
文
化
祭
、第
21
回
全
国
障
害
者
芸

術
・
文
化
祭
の
概
要
に
つ
い
て
、有
吉
佐

和
子
邸
復
元
工
事
設
計
業
務
委
託
に

係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
結
果
に

つ
い
て
、つ
つ
じ
が
丘
総
合
公
園
に
つ
い

て
、加
太
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
基
本
構

想（
概
要
版
）に
つ
い
て
、中
央
卸
売
市

場
整
備
及
び
南
用
地
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、令
和
元
年
度
附
属
機
関
の
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
、執
行
部
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
報
告
が
あ
り
、こ
れ
ら
に
対
し
、各
委

員
か
ら
意
見
、指
摘
及
び
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

建
設
企
業 

委
員
会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
19
件

に
つ
い
て
、慎
重
審
査
の
結
果
、可
決
す

べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

議
案
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

　

議
案
第
１
号
、令
和
元
年
度
和
歌
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）中
、

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業
９
１

４
万
４
千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、国
・

県
が
管
理
す
る
紀
の
川
、和
田
川
及
び

亀
の
川
の
想
定
最
大
規
模
降
雨
に
よ
る

浸
水
想
定
区
域
の
公
表
に
伴
い
、避
難

体
制
等
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
も
の

で
す
。

　　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
事
業

６
６
８
万
５
千
円
に
つ
い
て
。
こ
れ

は
、加
太
地
区
に
お
い
て
遊
休
不
動
産

を
活
用
し
た
起
業
を
促
す
た
め
、リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
も

の
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
５
２
８
万
円

に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、和
歌
の
浦
区
域
内

の
明
光
通
り
に
お
け
る
全
体
活
性
化
構

想
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
17
号
、和
歌
山
市
道
路
の
構

造
の
技
術
的
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
。
こ
れ
は
、道
路
構
造
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
の
公
布
に
よ
り
、自
転

車
を
安
全
か
つ
円
滑
に
通
行
さ
せ
る
た

め
設
け
ら
れ
る
帯
状
の
車
道
部
分
と
し

て「
自
転
車
通
行
帯
」が
新
た
に
規
定

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、審
査
過
程
に
お
い
て
、第
３
回

予
防
業
務
優
良
事
例
表
彰
消
防
庁
長

官
表
彰
受
賞
、第
48
回
全
国
消
防
救
助

技
術
大
会
の
出
場
権
獲
得
、下
水
道
普

及
率
及
び
水
洗
化
率
、国
道
42
号
和
歌

浦
地
区
歩
道
整
備
事
業
化
、市
道
中
橋

線
整
備
に
つ
い
て
、執
行
部
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
報
告
が
あ
り
、こ
れ
ら
に
対
し
、各

委
員
か
ら
意
見
、指
摘
及
び
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。

増水時の亀の川

現在の明光通り

委員会の模様をインターネットで配信しています！
QRコードから録画中継がご覧いただけます。

カ
キ
小
屋
イ
メ
ー
ジ

委
員
会
審
査
の
概
要

６
月
定
例
会
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【委員長】西風 章世	 【副委員長】丹羽 直子
【委員】中村 朝人	 赤松 良寛	 山中 敏生
	 川端 康史	 山野 麻衣子	 坂口 多美子
	 薮 浩昭	 古川 祐典	 北野 均
	 佐伯 誠章

和歌山市議会広報委員会 〒640-8511
和歌山市七番丁23番地
和歌山市議会広報委員会 宛
TEL ： 432-0022（議会事務局）
FAX ： 424-9276
Mail ： gikaidayori@city.wakayama.lg.jp

広報委員会からのお知らせ

　議員連盟とは、議員が特定の目的をもっ
て活動するために結成する組織です。
　和歌山市議会では、和歌山市の将来を見
据え、日中友好議員連盟、森林環境保全促
進議員連盟、全国大会誘致議員連盟、紀の

川大堰に関する議員連盟、日台友好議員連
盟、スポーツ振興議員連盟、京奈和・第二阪
和連絡道路建設促進議員連盟を結成し、積
極的に活動しています。紹 介

議員連盟

和歌山市議会と台湾・台南市議会は、友好交流に関する覚書を締結しました
　令和元年7月10日（水）和歌山市議会と台南市議会との友好
交流に関する覚書調印式を行いました。
　覚書には、和歌山市議会 井上直樹議長、日台友好和歌山市議
会議員連盟 遠藤富士雄会長、台南市議会 郭信良議長、台北駐
大阪経済文化弁事処 李世丙処長の4名が署名し、35名の和歌
山市議会議員、17名の台南市議会議員、台北駐大阪経済文化
弁事処の方々とともに多くの関係者が立ち会いました。
　和歌山市議会が公式に海外の市議会との間で覚書を締結す
るのは、平成30年6月の高雄市議会に続いてのことになりま
す。和歌山市と台南市の交流、また台湾との交流は、これを機に
様々な分野で一層深まることが期待されます。

※令和元年5月27日選任

　改選後、新たに１２名の広報委員が選任されました。
市民の皆さんに市議会をより身近に感じていただくた
めに、私たち広報委員が中心となって、親しみのある情
報を発信します。
　また、子供から大人まで、誰にでも分かりやすい議
会広報を目指します。
　これからも和歌山市議会の広報にご注目ください。
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和歌山市議会ホームページ
http://www.city.wakayama.wakayama.jp/gikai/

地球環境保護のために、
植物油インキを使用しています。
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